
議会広報広聴委員会 

令和 3年 12 月 22 日（水） 

午 後 1 時 3 0 分 か ら 

全 員 協 議 会 室 

【出席者】三浦委員長、村武副委員長、 

肥後委員、村木委員、大谷委員、沖田委員、川上委員、小川委員、 

上野委員、川神委員 

【事務局】近重係長、小寺書記 

【印刷業者】株式会社タカハシ包装センター 三浦課長 

      株式会社キョウワ 小尾氏（ZOOM で出席） 

 

議題 

1  はまだ議会だよりVol.64の編集について ······················· 資料1 

⑴ 校正作業 

ページ 担当委員 記事 

1-5 
川上委員 

肥後委員 

表紙、12月定例会議ポイント、トピックス、 

議案の賛否、個人一般質問（7名分） 

6-9 
小川委員 

上野委員 
個人一般質問（14名分）、まるよみ 

10-12 
沖田委員 

川神委員 
委員会活動レポート、市民対談（2/3） 

13-16 
大谷委員 

村木委員 

市民対談（1/3）、読者アンケート回答、 

今号の読者アンケート、あとがきほか 

 

⑵ その他 

 

2  広聴機能の整理について ····································· 資料2 

⑴ 意見共有 

 

⑵ その他 

 

3  その他 

⑴ 市議会HPについて 

 

⑵ miniについて 

 

⑶ その他 

 

 

 

【次回委員会開催予定日】令和 4年 1月 18 日（火）or19 日（水）  



広聴機能の整理

広聴機能 特徴 メリット 課題

議会報告会

地域井戸端会

・議会基本条例で規定
・議員が班で分担
・広報機能の側面も

・様々な会場で開催できる
・参加者の固定化
・時間帯検討
・オンライン実施可能性

はまだ市民
一日議会

・犬山市議会を参考に
・議場で開催
・議員が確認の発言可

・多様な参加者が期待できる
・全議員が聴く
・議会や議場への関心醸成

・要項やルールの整理
・継続可能な実施運営

地域協議会との
意見交換会

・5地域協議会で実施
・議員が班で分担

・各地域の課題が見える
・議論の積み上げも可能

・テーマ設定の流れ
・開催頻度

はまだ議会だより
読者アンケート

・4か月に1回実施
・回答を紙面へ掲載

・全戸配布が可能
・PC、スマホからも回答可能

・回答母数の確保

議長なんでもメール
・議長が確認し回答
・回答をHPで公開

・誰でも送ることができる
・議長に直接伝えられる

・認知度向上

陳情
・定例会議ごとに審査
・持参し、文書で提出

・行政側とも問題共有できる
・議員全員が目にする

・審査基準の再考
・意見陳述の必要性

※全体の課題：寄せられた意見の取扱いの平準化


